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1.九州の現状

九州は、面積、人口、GDPなどからみて我

が国の「1割経済」といわれる。ただし、温

暖な気候、人や地域のきずな、神話の時代か

らの歴史や文化、1割を大きく超える農畜水

産生産、水資源、世界的な火山や島、温泉な

どの観光資源等を含めた、いわば「生活環境

の豊かさ」は相当なもの。このような多様な

地域価値については、国民生活の豊かさを考

える際に大いに留意すべきだろう。

経済的にも九州は着実に発展している。も

ともと近代産業の歴史において、製鉄、造船、

石炭、セメントなどの基幹産業が集積してい

た。今も、最新鋭の大規模拠点を有し、わ

が国の鉄鋼の14%、造船の30%、セメントの

22%を生産している。近年は、自動車産業と

半導体産業の集積が進み、それぞれ約10%、

約30%を生産している。九州地域は、ものづ

くりの活発な地域であったことから、大学や

高専を中心に、研究開発や人材育成の面でも

強い基盤を持っている。

一昨年来の経済後退は九州にも大きな影響

を与えたが、鉱工業生産は急速に回復しつつ

ある。ただし、全国と同様、域内経済で比重

の高い商業や観光などが低調で、雇用や所得

面でも厳しいことから、本格的な回復感はま

だ乏しい。

2.九州の強みと成長戦略

目下、政府では我が国の成長戦略を検討中

である。その「骨子」においては、今後10年

間、名目3%、実質2%の成長を目指し、①環境・

エネルギー、②健康長寿、③観光・地域活性

化、そして④アジアの成長を取り込んだ国際

化という4つの分野を成長の柱に掲げている。

九州においても地域の強みをいかした成長戦

略を検討してまいりたい。4つの分野は、九

州にとっていずれも重要だが、中でも九州が

先行している、環境・リサイクルとエネルギー

の分野についての動向をご紹介する。

⑴ 環境・リサイクル先進地域

環境・リサイクル産業は「静脈産業」と呼

ばれてきたが、今や、「資源・エネルギー創

造産業」として戦略的産業である。九州では、

かつての公害問題を克服し、我が国の環境モ

デル都市に指定されている北九州市と水俣市

を中心に、各地で環境都市の整備を図ってい

る。家電、自動車、建築廃材、金属、プラスチッ

ク、古紙、蛍光灯、おむつ、下水汚泥、廃油

など実に広範なリサイクル産業が集積してい
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る。また、九州の特徴である焼酎かす（全国

の90%）や畜産関係のふん尿（同25%）に加

え間伐材、食品残
ざん

渣
さ

等バイオ系の資源も飼料、

肥料、燃料などへの利活用が進んでいる。地

域では、有機農業への利用と直売場、農家レ

ストラン、「緑提
ちょう

灯
ちん

」（注）などの地産地消の取

組まで、資源循環の輪ができているのも特徴

である。

また、鉄鋼やセメントなどエネルギーリサ

イクルの進んでいる主要企業の集積も強みで

ある。造水、水処理や環境調査、土壌改良等

の環境関連産業については、公害処理の経験

をいかした高度な測定技術や浸透膜、ボーリ

ング、水処理機器等のメーカーの集積がある。

また、福岡市には日本最大級の海水淡水化施

設（5万トン／日）が稼働している。

⑵ エネルギー利用先進地域

新エネルギーの導入やエネルギーの効率的

利用の面でも、太陽光発電や水素利用をはじ

めとして九州は先進的な取組が進んでいる。

戸建住宅への太陽光発電の普及率は全国トッ

プで全国平均の2倍を超え、県別上位3地域

は佐賀県、熊本県、宮崎県である。また、LP

ガスを用いた家庭用燃料電池の大規模実証を

2008年度から福岡県前原市で開始している。

九州大学や（独）産業技術総合研究所の水素材

料先端科学研究センターを中心として、国の

モデル実証地域として水素の利用実証を進め

【エコタウン、環境モデル都市等、環境モデル拠点の形成】
3つのエコタウン（北九州・大牟田・水俣）、2つの環境モデル都市（北九州・水俣）における産学官民による環境地域づくり
が進展しているほか、新エネルギーの先端イノベーション拠点、産業集積等が進んでいる。

レアメタルのリサイクル
◆日鉱精錬㈱（大分市）
◆三井金属鉱業㈱（大牟田市）
◆三池精錬㈱（大牟田市）
◆三井串木野鉱山㈱
　（鹿児島県いちき串木野市）

2

1

石炭高度利用技術拠点
　　九州大学G-CEO（福岡市）
　　新日本製鐵㈱（北九州市、大分市）
　　J-POWER若松研究所（北九州市）
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太陽電池関連メーカー集積
　　YOCASOL（大牟田市）
　　三菱重工業長崎造船所（長崎県諫早市）
　　富士電機システムズ（熊本県南関町）
　　ホンダソルテック（熊本県大津町）
　　昭和シェルソーラー（宮崎市など）
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長島風力発電所
出力：50,400kW
（2,400kW×21基）

九州大学水素エネルギー
国際研究センター

八丁原・大岳地熱発電所
出力：110,000kW（八丁原）

鶏ふん焼却バイオマス発電
出力：11,350kW

環境モデル都市
（北九州市）

環境モデル都市
（水俣市）

図1　環境モデル拠点の形成①

6 つの次世代エネルギーパーク
北九州市 大牟田市 玄海町

長崎県 熊本県 大分県

北九州エコタウン

大牟田エコタウン

みなまた
エコタウン

（出所）九州経済産業局資料
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九州の成長戦略と商社への期待九州経済の活性化と低炭素社会の実現

ている。さらに、現在、水素エネルギー製品

研究試験センターを整備中であり、世界最先

端の水素の研究・実証・評価の拠点形成を進

めている。

経済産業省の進める次世代エネルギーパー

クにも既に6ヵ所が認定されており、多様な

再生可能エネルギー等を活用した、住・遊・

産が一体となった社会実証や学習拠点形成を

進めている。

産業面では、薄膜型を中心に次世代型太陽

電池のメーカーが多数集積しており、宮崎県

におけるギガワット級の工場増設など設備投

資も進んでいる。また、燃料電池、風力発電、

地熱、高効率石炭利用、バイオマス発電、海

水温度差発電、潮力発電など、広範な研究開

発・実証が行われている。

このような取組を支える中心となっている

のが、九州地域環境・リサイクル産業交流プ

ラザ（K-RIP）と九州シリコンクラスターと

いう2つの産業クラスターである。前者は約

470の会員、後者は約220の会員を有し、産

学研の連携の下、活発な活動を進めている。

九州には国内外からの見学者、訪問者も多

く、北九州市のエコタウンセンターには年間

10万人が来訪し、うち1万人はアジアを中心

とする外国人である。

3.中国をはじめとするアジアへの展開

成長戦略においては、アジアの成長を取り

【低炭素社会に向けた社会システム実証モデル事業等の推進】
九州各地で 14件の低炭素社会実現のための実証モデル事業が推進中

○高齢ドライバーも使いやすい省エネ走行
支援車載装置の開発・社会実証

○北九州市において水素パイプラインから
一般家庭への水素供給等の社会実証

○太陽電池利用の多機能テラスシステム技
術開発およびモデル実証

【低炭素社会に向けた技術発展・社会シス
テム実証モデル事業】

○バイオガスの生成・輸送・貯蔵技術を用
いた家庭向けの精製メタンガス供給モデ
ル事業

○立花町発・放置竹林由来のエコ食器製造
および利用によるモデル事業

○自動車情報ネットワーク開発による低燃
費走行支援システム構築

○混合廃プラスチックの高度素材別分別に
よる効果的なリサイクルの実証

○廃プラスチックの高度原料化の実証

【水素利用新社会システム構築・実証事業】

【新資源循環推進プロジェクト】

○ソーラー農耕機の開発および諫早干拓地
でのモデル実証

○超高温可溶化技術を利用した高濃度メタ
ン発酵システムの実証

○離島における廃プラスチックの油化に
よるエネルギーの地産地消化実証モデル
事業

○ドライ＆ウェットバイオマスによるバイ
オ液体燃料等自給の実証

○フィルム型太陽電池の適用拡大のための
活用実証

○再生可能なエネルギー資源等を活用し、水
素の製造～貯蔵～供給までを地域で行う
地産地消型水素供給インフラの社会実証

図2　環境モデル拠点の形成②

（出所）九州経済産業局資料
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込んだ国際展開の重要性が位置付けられて

いる。中国をはじめ各国とも、既に、環境問

題やエネルギー制約が大きな課題となってい

る。九州における関連産業集積と実証成果

はアジア諸国の問題解決に有効であるととも

に、我が国産業にとって新たな柱として極め

て有望な分野である。

1月には、私自身も、K-RIPおよび北九州

市の代表団と共に、遼寧省瀋陽市と大連市を

訪問し、貿易・投資商談、省市政府および進

出企業との協議等を行った。中国側の環境問

題への取組は真剣になっており、九州に対す

る期待の高さを感じた。2009年末に、中国の

習近平国家副主席がエコタウンを知るために

北九州に立ち寄ったことは象徴的である。

今後、国際展開を進めるためには、多様な

課題に対応したシステムソリューションの提

案ができるかどうかが鍵になろう。このため、

地域でも、課題対応型の企業連合というよう

な体制の構築が必要だと思われる。また、国

際展開のためには①相手国の商機、投資環境

や制度等に関する情報、②信頼できるビジネ

スパートナーの確保、③さまざまな問題の円

滑な解決が重要となるため、当局としても、

個別事業にまで踏み込んだ支援が重要になる

と考えている。

2010年は、8月にはAPECの経済ハイレベ

ル会合が大分で予定され、10月には、産学官

吉川工業㈱（北九州市）
「日中省エネフォーラム協力事業」
に基づく自動車リサイクル事業

環境見本市
（エコテクノ11月北九州市）
大連、天津、上海を中心に
200名参加

北九州の財団
中国研修生 102名／年
韓国研修生 42名／年

北九州学研都市
早稲田大学大学院
留学生 400名
北九州市立大学 113名

立命館アジア太平洋大学
（別府市）
留学生 2,783 名（全学生の
46％比率、人数共に全国 1位）

北九州エコタウン
◆自動車・家電のリサイクル等
26の実証研究施設

◆アジアを中心に 1万人／年の
海外視察者

日本磁力選鉱㈱（北九州市）
金属スクラップからマグネシウム回
収事業

図3　環境クラスターのアジア展開の進展

北九州
エコタウン

深　

天津

大牟田
エコタウン

みなまた
エコタウン

（注）低価格の石炭ボイラー用脱硫装置

九州企業のアジア展開事例 アジア展開フレームワーク例

大連理工大学・環境テクノ
ス共同開発（注）

K-RIP・韓国産業団地公団
MOU

上海交通大・同済大←→九大
「中国・太湖流域水質保全研究」

K-RIP・大連市環境MOU

環黄海経済・技術交流会議
（2010 年度  第 10 回  北九州市）

環黄海学長フォーラム

ソウル
（1h20）

大連
（1h50）

上海
（1h30）

台北
（2h15）

香港
（3h35）

清本鐵工㈱（宮崎県延岡市）
BOT方式による下水処理事業

コヨウ㈱（福岡県みやま市）
納豆菌封入ブロック（特許）による
水質浄化

㈱アステック入江（北九州市）
工場廃液からのCu、Ni 回収事業

環境テクノス㈱（北九州市）
合弁による環境分析・測定事業

㈱安川電機（北九州市）
省エネインバータの製造・販売

協和機電工業㈱（長崎市）
水処理プラントの設計・施工・コン
サルタント事業

（出所）九州経済産業局資料
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九州経済の活性化と低炭素社会の実現

の九州地域最大級の国際会議である環黄海経

済・技術交流会議等3つの定期会合が北九州

市で同時開催される予定である。このような

機会も念頭に置きつつ、関係各方面と協力し、

環境・リサイクルおよびエネルギー分野での

モデルとなるような取組を進めていきたい。

4.商社への期待

九州には、各商社が拠点を置いておられる。

商社は、①国内外の情報収集・分析力、②

プロジェクト組成や参加企業のコーディネー

ション、③企業の目利き、④物流、人脈、金

融機能などの重要な強みを持っている。

我が国の成長のためには、環境・エネルギー

分野はもとより、健康・医療関連、観光、農

林分野など、将来性のある分野で新規産業が

創業、成長し、国際展開していくことが不可

欠である。九州は、豊富なポテンシャルとア

ジアに開かれた地勢的な強みがある。商社が

九州の力を引き出し、地域産業群と共に大き

なビジネスに発展させていただくことを期待

したい。
（注）「緑提灯」は、飲食店が地場食材の使用率に応じて、★の

付いた緑の提灯を掲げる全国的活動

○情報発信力の強化

◎九州、中国、韓国の行政機関・経済団体・企業・大学
等が参加し、ビジネス交流の深化・拡大を図る
1）環黄海圏の産学官による協力体制について
2）経済界のビジネス交流の進展
3）環黄海地域の約50大学の学長による交流促進・取
組の深化

◎第17回九州・韓国経済交流会議および第14回九州・中
国産業技術協議会を同時開催することで、2国間および
3国間での環黄海地域の交流・連携強化を図り、環黄海
経済圏の発展へ向けた取組を加速させる（ビジネス・
プラットホーム機能強化）

図4　九州地域のアジアとの経済交流の現状  ＿九州・中国・韓国との交流事業

九州・韓国・中国の官民経済交流の枠組み

九州・韓国経済交流会議

北九州会合のポイント

（1993 年～毎年交互開催）
過去 16回開催

【構成】
◇韓国：知識経済部、経済団体、自治体等
◇九州：九州経済局、自治体、経済団体

【内容】
協力事項の提案・合意、ビジネスフォーラム　等

環黄海経済・技術交流会議

（2001 年～毎年持回り開催）
過去 9回開催

【構成】
◇韓国：知識経済部、経済団体、自治体等
◇中国：商務部、科学技術部、自治体等
◇九州：会長九経連会長、九州経済局、自治体等
【内容】
産学官ビジネスフォーラム、
学長フォーラム、ビジネス交流会　等

九州・中国産業技術協議会

（1991 年～開催）
過去 13回開催

【構成】
◇中国：科学技術部、科学技術交流中心等
◇九州：会長九経連会長、九州経済局、自治体

【内容】
テーマを設定したビジネスフォーラム、
ビジネス交流会　等

3定期会合の同時開催

2010 年 10 月 第 3週
（於：北九州市）

○参加者間の交流の深化・
拡大

○西日本最大級の環境見
本市との相乗効果 【環黄海エリア】

（出所）九州経済産業局資料
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